
芽室町役場庁舎整備工事

北海道河西郡芽室町

国土交通省 平成30年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

完了プロジェクト紹介
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人口 18,192人

面積 513.76km2

人口密度 35人/km2
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■芽室町（めむろちょう）について
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■平面図
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■断面図
3



■コンパクトな平面 高断熱化と開放性の両立

①：高断熱化+トリプルガラス

②：水平庇と縦ルーバーによる方位に応じた日射遮蔽

■長方形平面に対する外壁面積の縮小率

■開放性と日射遮蔽を両立するボリュームの積層 ■スチール断熱サッシ平面詳細図
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③：井水併用地中熱HP

④：クール＆ヒートチューブ⇒夜間パッシブクーリング

■未利用エネルギーの活用

■熱源・空調システムフロー図
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⑤：既存地下を活用した将来の熱資源対応

■未利用エネルギーの活用

■既存庁舎地下平面図

■既存庁舎地下断面図
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■快適な温熱環境

⑥：執務室の床下空調による快適性確保

■エリア別の空調方式・特徴

■空調方式区分図

■床吹出し空調模式図
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■ムラのない光環境と省ＣＯ2

・フリーアドレスレイアウトに対応したタスク＆アンビエントLED照明

■ガラススクリーンを介した室間の採光■昼光利用シュミレーション冬至PM

■状況に応じてムラのない光環境をつくる照明計画 8



■町民の居場所づくり 木材利用

・道産・町産の木材利用

■木材を内装に利用した多目的な議場のイメージ

■2階、3階の内観イメージ 床や家具に木材を積極的に利用 9



■課題２：非常時のエネルギー自立と省ＣＯ２の実現を両立する取り組み

・制震ダンパーによる耐震性能の確保
・井水カスケード利用による貯水槽の整備

■災害時対応断面図 ■災害時対応平面図
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■課題４：地方都市等での先導的省ＣＯ２技術の波及、普及につながる取り組み

■ループ動線と制震ダンパーによるフレキシブルな計画

・長期的コンバージョンを可能とするフレキシブルな庁舎
・BEMSによる見える化・見せる化、環境教育との連携

・耐震壁やブレースのない鉄骨造の自由な空間

・見通しの良い効率的な執務環境

・ムラのない均質な温熱環境、光環境

⇒将来の組織改変や複合化に対応可能

これからの地方都市における中小規模の
役場庁舎、事務所建築のモデルとなる

■制震ダンパー設置イメージ
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